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横浜市議会では７日、一般質問が行われ、日

本共産党を代表して古谷やすひこ議員（写真右）

が質問に立ちました。

間間間間違違違違いいいいだだだだららららけけけけのののの教教教教科科科科書書書書をををを使使使使わわわわせせせせるるるるなななな

古谷議員は、現在市内８区の中学１・２年生

が使っている自由社版歴史教科書に多くの間違

いが指摘されているのに、市教育委員会が、国

と同社への事実確認や調査依頼などを主導的に

行っていないことを「あまりにも子どもの教育

に対して無責任で異常」と批判。至急改善する

よう求めました。

また、市立中学校と中高一貫校の中学生が20

12年度から使う育鵬社版歴史教科書にも盗作疑

惑があり、その全容解明に向けた調査を行うよ

う求めました。

これに対して、林文子市長は教科書に対して

は教育委員会の権限として言及を避けました。

山田巧教育長は教科書の発行者と文部科学省の

問題であり、市として調査等を行うつもりはな

いと答えました。

放放放放射射射射能能能能汚汚汚汚染染染染牛牛牛牛肉肉肉肉をををを給給給給食食食食にににに使使使使っっっったたたた責責責責任任任任はははは

古谷議員は、市内小学校給食に放射能汚染さ

れた牛肉が食材として使われた問題を取り上げ、

５月議会で市長が述べた「市場に流通している

ものは安全である」という認識を変えるべきで

はないかと追及。不安を訴える保護者や子ども

たちにどう対応するのか、市の責任で健康調査

する考えはないか、ただしました。

横浜市は、給食食材の放射線量測定を１日１

検体について行うことにしました。しかし、古

谷議員は、これでは不十分であり「子どもたち

の健康を第１に考えて、給食食材の１日の主要

食材を全て測定すべきだ」と強調。さらに、市

が空間放射線量を測る測定器を全小学校に導入

することに対して、「食品まで測定できるよう

なシンチレーションカウンターも一緒に導入す

べきだ」と提案しました。

これに対して林市長は、複数の専門家から健

康に影響を与えるものではないとの見解を得て

いると強調し、現時点では健康調査の必要はな

いと考えていると答えました。また、山田教育

長は、主要食材すべての検査は難しく、各学校

に精密な食品検査ができる放射線測定器を配備

する考えはないと答えました。

東東東東電電電電とととと国国国国にににに損損損損害害害害請請請請求求求求をををを

放射能対策をしなければならない状態になっ

た最大の責任は、原発事故をおこした東京電力

と、それを監督してこなかった国にあります。

古谷議員は、市長は横浜市民を代表して東京電

力と国に抗議し、その責任の追及をするととも

に、損害請求を行うべきだと主張。

林市長は、「今後必要に応じて東京電力に対

しても補償を求めることを検討する」と答えま

した。
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さらに、全国最大の政令市の市長として、林

市長は原発からの撤退と自然エネルギーの積極

的活用に向けて横浜市として本腰を入れていく

ことをはっきり表明すべきだと強調。

林市長の答弁は、再生可能エネルギーをいっ

そう普及・拡大するというにとどまりました。
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